
 

2025 年 2 月 12 日 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス 

株式会社博報堂テクノロジーズ 

 

博報堂ＤＹホールディングス、博報堂テクノロジーズ  

統合マーケティングプラットフォーム BLOOM にて 

「STRATEGY BLOOM PLANNING」を開発 

―博報堂ＤＹグループで培われたプラニングプロセスを標準化し、 

統合マーケティング業務プロセスの効率化・高度化を実現― 

 

 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス（東京都港区、代表取締役社長：水島正幸、以下 博報堂ＤＹ

ホールディングス）と株式会社博報堂テクノロジーズ （東京都港区、代表取締役社長：米谷 修）は、

統合マーケティングプラットフォーム「CREATIVITY ENGINE BLOOM （クリエイティビティ エンジ

ン ブルーム）」に、博報堂ＤＹグループで培われたマーケティングコミュニケーション領域のプラニン

グプロセスを標準化し、マーケティング戦略の意思決定を支援する「STRATEGY BLOOM PLANNING」

を開発、社内での利用を開始しました。博報堂ＤＹグループのデータ基盤「生活者 DATA PLATFORM」

を活用し、市場構造の把握から KPI 設定までの工程を一気通貫して分析し、マーケティングコミュニケ

ーション戦略の意思決定に貢献します。 

 

 

 

 

◆背景 

人口減少や市場の成熟、生活者の消費行動の変化など、ビジネス環境は急速に変化しています。多く

の企業にとって、成長領域への投資の加速や既存市場における投資効果の最大化の重要性が増し、マー

ケティングのさらなる効果・効率の向上と提案力の強化が喫緊の課題となっています。課題を踏まえた

マーケティングの次世代化を図るうえで、データやテクノロジーの活用を通じたプラニングの刷新が各

企業に求められています。 

広告会社においても、プラナーが実施する分析手法やプラニングプロセスなどのナレッジは暗黙知に

なることが多く、社内での実践的なノウハウの共有には課題がありました。クライアント企業の変化へ

の対応力を強化する観点でも、広告会社が提供するサービスにおける業務プロセスの標準化とスキルシ

ェアリングが必要です。 
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◆プロダクト概要 

  STRATEGY BLOOM PLANNING は博報堂ＤＹグループが活用可能なデータ群である「生活者 DATA 

PLATFORM」を基盤とし、グループの強みであるプラニングノウハウを社員全員が利用可能な分析メニ

ューとして実装したプロダクトです。マーケティングの起点となる市場構造把握から価値規定・KPI 設

定までを一気通貫して行うことが可能になります。 

マーケティングプロセスの効率化に加え、本プロダクトを通じて高度な分析スキルの獲得や社員の分

析リテラシーの向上をはかり、得意先企業に対してより高度なマーケティング戦略の提供を目指しま

す。 

 

 

 

 

マーケティング業務を支える「生活者 DATA PLATFORM」を活用 

博報堂ＤＹグループのデータ基盤である「生活者 DATA PLATFORM」をもとに、マーケティング戦略

立案に必要なデータを活用することができます。例えば、商品の認知や購買意向といった生活者の意識に

ついての調査データを搭載しており、業種や商材に応じて追加することも可能です。また、博報堂ＤＹグ

ループが利用可能な検索行動データやサイト訪問データ、商品の購買に関するデータなども搭載してい

ます。データを一元的に管理し分析に活用することで、マーケティング戦略立案に向けたプラニング業務

の効率化を実現します。 

 

マーケティング戦略プラニングプロセスを標準化 

 博報堂ＤＹグループのマーケティング業務ノウハウを標準化し、市場構造の把握からターゲット規定、

価値規定、KPI 設定まで一連のプラニングプロセスを簡易な操作で実践することが可能です。プロダクト

に搭載する複数の分析メニューから、課題に合わせてユーザーがメニューを選択すると、マーケ戦略策定

に必要な分析結果を得ることができます。 
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1.市場構造把握 

対象商材の現状把握や課題発掘を行います。分析の切り口として「ファネル分析型」「CEP（カテゴリ

ーエントリーポイント）分析型」の 2 つのメニューから選択することができます。※分析メニューは順次

追加します。 

 

⚫ ファネル分析型：広告出稿から獲得に至る工程を段階ごと分解して可視化する、マーケティング

KGI（重要目標達成指標）を達成するために重要な KPI（重要業績評価指標）と有効なターゲット

を特定するのに有効な手法です。 

⚫ CEP 分析型：生活者がある商材のカテゴリーをきっかけにブランドを想起する生活者のブランド

選択の行動に注目した分析手法。自社と競合を比較し、強化すべきブランドイメージを選定した

り、プロポジション（提供価値）戦略の支援を行ったりすることが可能です。 

 

 

2.ターゲット規定 ※今後、追加予定 

 市場構造把握で見出された重要 KPI を達成する上で、戦略的に獲得すべきターゲットの選定を行いま

す。獲得すべきターゲット像を多角的に捉えることで、クリエイティブ開発やメディアプラニングに連な

るターゲット規定を実現します。 

 

3.価値規定 ※今後、追加予定 

 設定したターゲットを戦略的に獲得するうえで、訴求すべきメッセージや重視すべきブランドイメー

ジ等を導き出し、コミュニケーション戦略策定の支援やクリエイティブ制作につながる示唆を導き出し

ます。 

 

4.KPI 設定 

マーケティング KGI を達成する上で、ブランド構造上のボトルネック（課題）を発見し、ターゲット

獲得に向けた重要 KPI の発見と目標値の設定を行うことができます。 
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◆今後の展望 

別途開発しているデジタルクリエイティブ領域を支援する CREATIVE BLOOM やメディアプラニング

を担う MEDIA BLOOM とシームレスに連携することを予定しています。 

「価値規定」の工程で定めたターゲットや訴求価値を、CREATIVE BLOOM のプロダクトで行うコピー

作成やバナー画像作成などの業務で利用できるようにしたり、「KPI 設定」で定めた目標値を MEDIA 

BLOOM のプロダクトで行うメディアプラニングで活用できるようにしたりします。市場分析からクリエ

イティブ、メディアプラニングまで一気通貫した提案の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス グループ広報・ＩＲ室  倉品・山崎    koho.mail@hakuhodo.co.jp 

株式会社博報堂テクノロジーズ 広報担当             hr-koho@hakuhodo-technologies.co.jp 

 

 

mailto:koho.mail@hakuhodo.co.jp
mailto:hr-koho@hakuhodo-technologies.co.jp
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◆参考）CREATIVITY ENGINE BLOOM とは 

 2024 年 6 月 4 日、博報堂ＤＹホールディングスは統合マーケティングプラットフォーム「CREATIVITY 

ENGINE BLOOM」の開発を発表しました。 

 「CREATIVITY ENGINE BLOOM」は、メディアビジネスやデジタルマーケティングなどのマーケティ

ング領域での活用はもちろん、クリエイティブ制作、販促・CRM などコマース、流通領域までをワンス

トップで統合・管理できる統合マーケティングプラットフォームです。博報堂ＤＹグループが保有する生

活者 DATA PLATFORM をベースに AI 技術を活用することで、利用者のクリエイティビティを拡張し、

新しいコミュニケーションサービスやビジネス創造を支援します。まずは当社グループ社員での利用を

開始し、スピーディーに高度な統合マーケティングサービスの効率化と高度化を実現することでマーケ

ティングビジネスの OM 率向上、売上総利益率の成長に貢献します。 

 「CREATIVITY ENGINE BLOOM」は以下の 5 つの主要モジュールから構成されています。 

1. STRATEGY BLOOM：マーケティング戦略の策定を支援するモジュールで、生活者データとクラ

イアント企業のデータを統合し、AI 技術を用いて市場構造の可視化やターゲット設定、KPI 策定

の業務効率化を行います。 

2. MEDIA BLOOM：AaaS と連携し、KPI 達成のためのメディア効果を最大化するモジュール。テ

レビとデジタルを組み合わせたメディア最適化やアロケーションを効率的に策定します。 

3. CREATIVE BLOOM：クリエイティブ制作を支援するモジュールで、AI を活用してクリエイティ

ブの評価、自動生成を行い、業務の効率化と高度化を実現します。 

4. COMMERCE BLOOM：購買データと EC プラットフォームと連携し、リアル、EC を統合したマ

ーケティング戦略立案を支援します。 

5. ENGAGEMENT BLOOM：顧客との良質な関係性を構築するモジュールで、大手 SFA や MA ツ

ールと生活者データプラットフォームを連携し、顧客の LTV 向上や One to One マーケティング

サービスを提供します。 
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＜CREATIVITY ENGINE BLOOM の強み＞ 

1 マーケティング業務の統合・デファクトスタンダード化 

STRATEGY、MEDIA、CREATIVE 各業務を一元管理し、業務プロセスを統合・標準化することで、労

働生産性を向上させます。 

2 生成 AI 機能を用いた業務の効率化と高度化 

生活者発想で培ったマーケティング業務のノウハウを生成 AI にインストールし、生活者のより深い

洞察を支援することで、ターゲットプロファイルやコンセプト、クリエイティブアイデアなどのクリ

エイティブワーク業務において生成 AI と人間が協調するサービスを提供し、社員の創造性を高めま

す。 

3 統合マーケティング効果の可視化 

生活者 DATA PLATFORM データを活用し、統計技術や AI 技術（Human-Centered AI 機能）を駆使

して統合マーケティング効果を測定可能な独自指標を提供します。また指標を向上させるための戦略

策定や施策開発を支援するマーケティングインテリジェンス機能も提供し、得意先の事業成長へ貢献

します。 

BLOOM は中長期的にはパートナーのマーケティング環境との連携を目指し、得意先のマーケティングを

進化するプロダクト・サービスを提供していきます。また、異なるクリエイティビティを持つ人材やスキ

ル、ナレッジを統合する機能の追加も準備中で、クライアント企業の事業創造や新市場へのチャレンジを

支援します。 

博報堂ＤＹグループのクリエイティビティあふれる社員の個性をかけ合わせ、新しいマーケティングや

ビジネスを花開く、そんなプラットフォームを目指して開発・導入推進を目指していきます。 

 

 

 

 


